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ＪＡ全中の萬歳会長らが林農相にＴＰＰ交渉に関する緊急要請と
総合的な水田農業政策の確立に向けた要請を行った＝１日（農水

省で）＜関連記事３ページ＞
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◎全中の萬歳会長らが林農相にTPP交渉で緊急要請

26年産米以降の総合的な水田農業政策の確立も

◎農水副大臣に衆･川氏､政務官に小里･横山両氏

◎JA全青協と女性協が｢TPPを考えよう｣と街宣活動=1日

◎TPP阻止国民会議がﾏﾚｰｼｱ･韓国の議員等招いて国際会議

◎農中の一橋大寄附講座｢自然資源経済論｣の5年目がｽﾀｰﾄ

◎｢ひとりひとりができる行動の実現｣ﾃｰﾏに反TPPｼﾝﾎﾟ=ﾊﾟﾙｼｽﾃﾑ

◎JAのｲﾍﾞﾝﾄ情報を発信･ﾏｯﾁﾝｸﾞする交流WEBｻｲﾄが1日開設

◎FAOが｢国際食料価格に関する閣僚級会合｣開催へ

人事 ＪＡ全厚連

企業情報 トキタ種苗

イベント ｱｸﾞﾘﾋﾞｼﾞﾈｽ創出ﾌｪｱ/食育ﾌｫｰﾗﾑ､等

ﾎｯﾄ･ﾎﾟｲﾝﾄ 出してはならないもの



日刊アグリ・リサーチ（第三種郵便物認可）

出
し
て
は
な
ら
な
い
も
の

「
こ
の
水
の
中
に
魚
が
棲
息
す
る
と
、
放
射
性
物
質

が
濃
縮
さ
れ
、
日
本
の
規
制
値
を
超
え
る
」
―
―
気
象
庁
気
象
研
究

所
の
青
山
道
夫
主
任
研
究
官
は
、
ウ
ィ
ー
ン
で
一
八
日
に
開
か
れ
た

Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
の
科
学
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
、
福
島
第
一
原
発
（
以
下
、
フ
ク

イ
チ
）
北
側
の
放
水
口
（
港
湾
の
外
）
か
ら
、
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
１

３
７
と
ス
ト
ロ
ン
チ
ウ
ム
９
０
一
日
計
六
〇
〇
億
Bq
（
ベ
ク
レ
ル
）

の
汚
染
水
（
冒
頭
の
「
こ
の
水
」
）
が
外
洋
に
放
出
さ
れ
て
い
る
と

報
告
し
た
。
青
山
氏
の
調
査
に
よ
る
と
、
放
水
口
か
ら
出
る
セ
シ
ウ

ム
１
３
７
は
二
〇
一
二
年
初
め
頃
か
ら
現
在
ま
で
約
三
〇
〇
億
Bq
で

推
移
、
ス
ト
ロ
ン
チ
ウ
ム
９
０
も
現
在
、
約
三
〇
〇
億
Bq
出
て
い
る

▼
フ
ク
イ
チ
一
〜
三
号
炉
の
溶
融
燃
料
の
冷
却
に
使
っ
て
汚
染
さ
れ

た
水
は
、
セ
シ
ウ
ム
を
除
去
し
た
後
、
再
び
冷
却
水
と
し
て
使
わ
れ

る
た
め
、
濃
度
が
徐
々
に
下
が
る
は
ず
だ
が
、
海
に
出
て
い
る
汚
染

水
の
濃
度
は
一
定
程
度
以
下
に
は
下
が
っ
て
い
な
い
。
青
山
氏
は
、

原
子
炉
建
屋
地
下
の
水
と
溶
融
燃
料
が
直
接
触
れ
て
い
る
可
能
性
を

指
摘
、
海
水
中
の
セ
シ
ウ
ム
１
３
７
と
ス
ト
ロ
ン
チ
ウ
ム
９
０
の
比

率
か
ら
、
「
（
汚
染
水
が
）
原
子
炉
建
屋
地
下
か
ら
漏
れ
出
て
い
る

こ
と
は
間
違
い
な
い
」
と
み
て
い
る
。
東
電
は
「
法
定
基
準
以
下
の

濃
度
と
確
認
し
て
お
り
問
題
は
な
い
」
と
し
て
お
り
、
青
山
氏
も
濃

度
に
つ
い
て
は
「
一
Ｌ
当
た
り
一
Bq
で
基
準
値
以
下
」
と
の
見
解
だ

が
、
放
出
総
量
に
法
的
規
制
が
な
い
た
め
、
冒
頭
の
発
言
で
補
足
し

た
格
好
だ
▼
規
制
値
以
下
か
ど
う
か
は
と
も
か
く
、
汚
染
水
の
海
へ

の
流
出
・
放
出
に
つ
い
て
、
「
出
し
て
は
な
ら
な
い
も
の
を
出
し
て

い
る
」
こ
と
へ
の
自
責
の
念
と
い
う
も
の
が
、
そ
も
そ
も
東
電
や
政

府
に
は
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
放
射
性
物
質
は
元
来
、
一
〇
万
年
の
間
、

環
境
か
ら
隔
離
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
て
き
た
。
そ
し
て
、

「
環
境
か
ら
の
隔
離
」
で
一
番
の
要
点
は
、
水
と
の
接
触
を
断
ち
切

る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
「
水
惑
星
」
で
あ
る
地
球
に
お
い
て
、
一

旦
水
が
汚
染
さ
れ
れ
ば
、
そ
の
拡
散
を
防
ぐ
手
段
は
な
く
、
い
ず
れ

は
地
球
全
体
の
汚
染
に
つ
な
が
っ
て
し
ま
う
か
ら
だ
。
そ
ん
な
最
も

憂
慮
す
べ
き
事
態
が
、
い
ま
フ
ク
イ
チ
で
現
実
と
な
っ
て
日
々
進
行

し
て
い
る
。
「
国
が
前
面
に
立
っ
て
」
「
私
が
責
任
者
と
し
て
」
汚

染
水
対
策
に
当
た
る
と
い
う
安
倍
首
相
。
い
つ
ま
で
首
相
を
続
け
ら

れ
る
の
か
は
し
ら
な
い
が
、
言
葉
通
り
不
退
転
で
臨
ん
で
ほ
し
い
も

の
だ
。

（
雑
草
）
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全
中
の
萬
歳
会
長
ら
が
林
農
相
に
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
で
緊
急
要
請

26
年
産
米
以
降
の
総
合
的
な
水
田
農
業
政
策
の
確
立
も

Ｊ
Ａ
全
中
の
萬
歳
章
会
長
ら
は
一
日
、
林
芳
正
農
相
に
「
重
要
な

節
目
」
と
さ
れ
る
一
〇
月
八
日
の
Ｔ
Ｐ
Ｐ
閣
僚
・
首
脳
会
合
を
前
に

し
た
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
に
関
す
る
緊
急
要
請
と
総
合
的
な
水
田
農
業
政
策

の
確
立
に
向
け
た
要
請
を
行
っ
た
。

Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
に
関
す
る
緊
急
要
請
で
は
、
衆
参
農
林
水
産
委
員
会
・

自
民
党
決
議
の
実
現
、
情
報
開
示
と
国
内
利
害
関
係
者
と
の
協
議
へ

の
枠
組
み
作
り
と
交
渉
へ
の
反
映
を
求
め
た
。

ま
た
、
総
合
的
な
水
田
農
業
政
策
の
確
立
に
つ
い
て
、
①
二
六
年

産
米
以
降
の
総
合
的
な
水
田
農
業
政
策
の
確
立
、
②
総
合
的
な
水
田

農
業
政
策
の
推
進
に
向
け
た
環
境
整
備
へ
の
政
府
の
支
援
等
を
求
め

た
。萬

歳
全
中
会
長
は
、
「
Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
関
し
て
は
衆
参
農
林
水
産
委
員

会
と
自
民
党
決
議
の
実
現
と
と
も
に
、
情
報
開
示
が
な
さ
れ
て
い
な

い
中
で
、
我
々
は
利
害
関
係
者
の
立
場
で
あ
り
、
相
談
や
共
助
す
る

立
場
を
作
っ
て
頂
け
れ
ば
と
い
う
思
い
だ
」
「
水
田
農
業
政
策
の
確

立
に
つ
い
て
は
、
二
五
年
産
の
作
況
が
出
て
相
当
の
過
剰
感
が
あ
る

な
か
で
、
我
々
も
当
然
取
り
組
ん
で
い
く
が
、
政
府
に
お
い
て
も
色
々

な
面
で
ご
支
援
賜
り
た
い
」
と
述
べ
た
。

林
農
相
は
、
「
Ｔ
Ｐ
Ｐ
は
、
こ
の
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
の
閣
僚
会
合
、
首
脳

会
合
は
一
つ
の
山
場
だ
。
国
会
や
自
民
党
決
議
は
当
然
の
覚
悟
で
や
っ

て
い
き
た
い
。
色
々
な
こ
と
を
工
夫
し
て
な
る
べ
く
情
報
が
伝
わ
る

こ
と
を
考
え
て
い
か
ね
ば
と
思
っ
て
い
る
」
「
水
田
農
業
は
単
に
余
っ

た
も
の
を
ど
う
す
る
か
で
は
な
く
、
需
要
を
き
ち
ん
と
見
つ
け
て
行

く
な
か
で
、
相
談
し
な
が
ら
進
め
て
参
り
た
い
」
と
応
え
た
。

要
請
に
は
、
全
中
の
村
上
光
雄
・
飛
田
稔
章
両
副
会
長
、
木
村
一

男
水
田
農
業
対
策
委
員
会
委
員
長
、
万
木
敏
昭
同
副
委
員
長
、
全
農

の
中
野
吉
實
会
長
、
全
共
連
の
安
田
舜
一
郎
会
長
、
農
林
中
金
の
河

野
良
雄
理
事
長
等
が
参
加
し
た
。
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◆
農
水
副
大
臣
に
衆
・

川
貴
盛
氏
◆

政
府
は
九
月
三
〇
日
の
臨
時
閣
議
で
、

副
大
臣
・
政
務
官
を
決
定
し
た
。
農
水
副
大
臣
に
新
た
に

川
貴
盛
氏
（
自
民
党
・

北
海
道
二
区
、
写
真
）
が
就
任
し
た
。
加
治
屋
義
人
副
大
臣
と
交
代
し
た
。
江
藤
拓

副
大
臣
は
留
任
。

▽

川
貴
盛
農
林
水
産
副
大
臣
＝
日
大
卒
業
後
、
故
・
鳩
山

威
一
郎
（
元
外
務
大
臣
）
、
鳩
山
邦
夫
氏
の
秘
書
を
経
て
、
昭

和
五
四
年
北
海
道
議
会
議
員
に
初
当
選
（
三
期
）
、
平
成
八
年

衆
議
院
議
員
初
当
選
（
当
選
四
回
）
。
北
海
道
開
発
政
務
次
官
、

経
済
産
業
副
大
臣
な
ど
を
つ
と
め
た
。
昭
和
二
五
年
生
れ
、
北

海
道
出
身
。

農
林
水
産
大
臣
政
務
官
に
小
里
・
横
山
両
氏

ま
た
、
農
林
水
産
大
臣
政
務
官

に
小
里
泰
弘
氏
（
自
民
党
・
鹿
児
島
四
区
）
、
横
山
信
一
氏
（
公
明
党
・
比
例
）
が

就
任
し
た
。
長
島
忠
美
・
稲
津
久
両
政
務
官
は
退
任
。

▽
小
里
泰
弘
農
水
政
務
官
＝
慶
應
大
法
卒
。
野
村
証
券
勤
務
、

小
里
貞
利
氏
の
秘
書
と
し
て
労
働
大
臣
、
北
海
道
・
沖
縄
開
発

庁
長
官
、
震
災
対
策
特
命
大
臣
、
総
務
庁
長
官
の
秘
書
官
を
つ

と
め
た
。
平
成
一
七
年
衆
議
院
議
員
初
当
選
（
当
選
三
回
）
。

党
農
林
部
会
長
。
昭
和
三
三
年
生
れ
、
鹿
児
島
県
出
身
。

▽
横
山
信
一
農
水
政
務
官
＝
北
大
大
学
院
卒
、
北
海
道
職
員
、

北
海
道
議
二
期
を
経
て
、
平
成
二
二
年
参
議
院
議
員
初
当
選

（
当
選
一
回
）
。
党
農
林
水
産
部
会
長
代
理
。
昭
和
三
四
年
生

れ
、
北
海
道
出
身
。

◆
Ｊ
Ａ
全
青
協
と
女
性
協
が
「
Ｔ
Ｐ
Ｐ
を
考
え
よ
う
」
と
街
宣
活
動
＝
一
日
◆

 
Ｊ
Ａ
全
青

協
と
Ｊ
Ａ
女
性
協
等
は
一
日
、
東
京
・
有
楽
町
の
東
京
国

際
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
「
今
こ
そ
考
え
よ
う
Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
こ
と
」

を
テ
ー
マ
に
街
宣
活
動
を
行
っ
た
。
情
報
公
開
が
な
い
ま

ま
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
が
進
め
ら
れ
て
い
る
な
か
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
が
抱

え
る
問
題
に
つ
い
て
消
費
者
に
訴
え
る
と
と
も
に
、
農
業

や
国
産
農
畜
産
物
に
対
す
る
理
解
を
深
め
て
も
ら
う
た
め

に
行
っ
た
も
の
。
Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
影
響
に
つ
い
て
説
明
す
る
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
を
配
布
す
る
と
と
も
に
、
国
産
野
菜
を
使
用

し
た
野
菜
ジ
ュ
ー
ス
や
モ
モ
と
り
ん
ご
の
ジ
ュ
ー
ス
約
三

〇
〇
〇
本
を
無
料
配
布
し
た
。
ま
た
会
場
に
は
農
業
機
械

が
展
示
さ
れ
た
。

Ｔ
Ｐ
Ｐ
と
街
宣
活
動
に
つ
い
て
、
山
下
秀
俊
全
青
協
会

長
は
「
Ｔ
Ｐ
Ｐ
自
体
を
知
ら
な
い
方
が
結
構
い
る
よ
う
な

の
で
、
我
々
と
し
て
は
し
っ
か
り
対
話
し
消
費
者
に
理
解

し
て
い
た
だ
く
活
動
を
続
け
た
い
。
二
日
の
全
国
集
会
の

前
哨
戦
と
し
て
し
っ
か
り
国
民
に
お
知
ら
せ
し
た
い
」
、
ま
た
、
大
川
原
け
い
子
女
性
協
会
長
は

「
日
本
が
世
界
的
に
長
寿
国
に
な
っ
た
の
は
基
準
値
な
ど
の
約
束
事
を
守
っ
て
安
全
・
安
心
な
も

の
を
作
っ
て
き
た
か
ら
こ
そ
だ
。
果
た
し
て
外
国
の
品
物
は
そ
う
い
う
こ
と
を
や
っ
て
く
れ
て
い

る
の
か
。
食
を
預
か
る
者
と
し
て
食
の
安
全
・
安
心
を
守
り
た
い
」
と
話
し
た
。
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◆
Ｔ
Ｐ
Ｐ
阻
止
国
民
会
議
等
が
マ
レ
ー
シ
ア
・
韓
国
の
議
員
・
弁
護
士
招
い
て
国
際
会
議
◆

Ｔ
Ｐ
Ｐ
阻
止
国
民
会
議
（
代
表
世
話
人
＝
原
中
勝
征

前
日
本
医
師
会
長
）
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
を
慎
重
に
考
え
る
会

（
会
長
＝
篠
原
孝
衆
議
院
議
員
）
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
反
対
す

る
弁
護
士
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
一
日
、
衆
議
院
第
一
議
員

会
館
で
、
マ
レ
ー
シ
ア
と
韓
国
か
ら
国
会
議
員
、
弁
護

士
を
招
い
て
「
Ｔ
Ｐ
Ｐ
を
考
え
る
国
際
会
議
」
を
開
催

し
た
。
会
議
は
、
第
一
部
は
マ
レ
ー
シ
ア
の
国
会
議
員

ヌ
ル
ル
・
イ
ッ
ザ
ー
・
ア
ン
ワ
ル
議
員
（
マ
レ
ー
シ
ア

議
会
Ｔ
Ｐ
Ｐ
委
員
会
委
員
）
、
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
サ
ン
チ
ャ

ゴ
議
員
に
よ
る
Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
関
す
る
報
告
、
第
二
部
は
韓

国
の
徐
尚
範
弁
護
士
、
郭
洋
春
立
教
大
教
授
に
よ
る
米

韓
Ｆ
Ｔ
Ａ
に
関
す
る
報
告
、
第
三
部
は
首
藤
信
彦
Ｔ
Ｐ

Ｐ
阻
止
国
民
会
議
事
務
局
長
（
前
衆
議
院
議
員
）
を
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
し
た
全
体
質
疑
、
の
三
部
構
成
で
行

わ
れ
た
。

首
藤
事
務
局
長
は
「
第
一
九
回
会
合
の
ブ
ル
ネ
イ
会
合
は
各
国
と
も
成
果
に
向
け
、

最
後
の
修
正
目
指
し
て
集
中
審
議
を
し
て
い
る
雰
囲
気
で
は
な
か
っ
た
。
ブ
リ
ー
フ
ィ

ン
グ
で
も
各
分
野
で
殆
ど
決
ま
っ
て
い
な
い
と
説
明
を
受
け
、
特
に
市
場
ア
ク
セ
ス
、

知
的
財
産
権
、
環
境
、
政
府
企
業
、
Ｉ
Ｓ
Ｄ
問
題
で
は
関
係
各
国
間
の
ギ
ャ
ッ
プ
が

顕
在
化
し
、
合
意
は
容
易
で
は
な
い
と
い
う
話
が
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
不
協
和
音

の
中
で
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
閣
僚
会
議
が
進
め
ら
れ
る
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
で
最
終
合
意
が
で
き

る
の
か
、
年
内
一
杯
で
合
意
が
形
成
さ
れ
る
の
か
、
大
変
疑
問
だ
。
し
か
し
一
方
で
、

Ｎ
Ｇ
Ｏ
等
か
ら
は
『
ア
メ
リ
カ
は
ギ
ャ
ッ
プ
を
残
し
な
が
ら
も
一
挙
に
政
治
決
着
に

持
ち
込
む
』
と
い
う
意
見
も
あ
る
」
「
Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
は
三
つ
の
リ
ス
ク
が
あ
る
。
第
一

は
シ
リ
ア
の
爆
撃
が
で
き
な
く
な
っ
た
と
い
う
ア
メ
リ
カ
の
外
交
上
の
失
敗
だ
。
オ

バ
マ
政
権
に
と
っ
て
は
Ｔ
Ｐ
Ｐ
成
功
は
中
間
選
挙
前
の
唯
一
の
成
果
と
な
る
。
そ
の

た
め
に
何
が
な
ん
で
も
政
治
決
着
さ
せ
る
と
い
う
こ
と
が
行
わ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
。

第
二
は
各
国
閣
僚
に
大
幅
な
権
限
を
与
え
、
閣
僚
会
議
で
決
着
さ
せ
る
と
い
う
話
だ
。

閣
僚
に
各
国
の
社
会
に
影
響
を
与
え
る
問
題
を
委
ね
る
も
の
だ
。
三
つ
目
は
形
式
的

な
合
意
の
一
方
で
二
国
間
協
議
が
非
常
に
進
ん
で
い
る
こ
と
だ
。
ア
メ
リ
カ
は
各
国

そ
れ
ぞ
れ
の
事
情
に
合
わ
せ
て
二
国
間
合
意
を
形
成
さ
せ
よ
う
と
し
て
い
る
」
と
報

告
し
た
。

篠
原
会
長
は
「
我
々
は
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
が
い
か
が
わ
し
い
と
こ
ろ
だ
ら
け
だ
と
い
う
こ

と
で
会
合
を
開
き
様
々
な
と
こ
ろ
へ
訴
え
か
け
て
き
た
。
今
も
Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
問
題
が
分

か
っ
て
い
た
だ
け
て
い
な
い
面
も
あ
る
か
と
思
う
が
、
大
学
の
教
員
、
弁
護
士
、
消

費
者
グ
ル
ー
プ
に
理
解
い
た
だ
き
、
そ
の
輪
が
徐
々
に
で
は
あ
る
が
広
が
っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
三
か
国
で
国
際
会
議
が
開
か
れ
る
こ
と
は
有
意
義
な
こ
と

だ
」
と
挨
拶
し
た
。

２０１３年10月２日（水）発行 第１２０８１号 日刊アグリ・リサーチ（第三種郵便物認可）( 5 )



◆
農
中
の
一
橋
大
寄
附
講
座
「
自
然
資
源
経
済
論
」
の
五
年
目
が
ス
タ
ー
ト
◆

一
橋
大
学
と
農
林
中
央
金
庫
は
、
二
〇
〇
九
年
度
か
ら
「
農
林
中
央
金
庫
寄
付
講

座
」
と
し
て
「
自
然
資
源
経
済
論
」
と
い
う
領
域
を
設
定
、
農
林
中
金
総
合
研
究
所

も
共
同
運
営
す
る
形
で
協
力
し
て
お
り
、
第
一
期
三
年
間
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
終
え
、

昨
秋
か
ら
第
二
期
の
講
義
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
て
い
る
。

今
年
度
の
講
義
は
一
〇
月
二
日
の
ガ
イ
ダ
ン
ス
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
、
来
年
一
月
ま

で
毎
週
水
曜
日
に
実
施
さ
れ
る
。
一
二
日
（
土
曜
日
）
は
、
一
橋
大
学
の
学
生
・
大

学
院
生
だ
け
で
な
く
広
く
市
民
も
参
加
で
き
る
公
開
講
座
の
形
を
と
る
。
今
年
度
は
、

「
エ
ネ
ル
ギ
ー
転
換
と
自
然
資
源
経
済
の
新
た
な
可
能
性
」
「
大
震
災
か
ら
の
復
興
・

再
生
の
現
状
と
課
題
」
「
こ
れ
か
ら
の
農
林
水
産
業
を
考
え
る
」
の
三
部
構
成
で
、

そ
れ
ぞ
れ
の
課
題
に
取
り
組
ん
で
き
た
講
師
が
講
義
す
る
。
取
り
上
げ
ら
れ
る
テ
ー

マ
と
講
師
は
以
下
の
通
り
。

〈
第
Ⅰ
部

エ
ネ
ル
ギ
ー
転
換
と
自
然
資
源
経
済
の
新
た
な
可
能
性
〉

▼
10
月
12
日
＝
市
民
公
開
講
演
会
「
原
子
力
か
ら
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の
転

換
に
向
け
て
」
（
大
島
堅
一
氏
／
立
命
館
大
教
授
）
▼
10
月
16
日
＝
「
地
域
か
ら
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
転
換
―
風
力
を
中
心
に
」
（
丸
山
康
司
氏
／
名
古
屋
大
准
教
授
）
▼
10

月
23
日
＝
「
地
域
か
ら
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
転
換
―
太
陽
光
と
バ
イ
オ
を
中
心
に
」
（
山

下
英
俊
氏
／
一
橋
大
准
教
授
）
▼
10
月
30
日
＝
「
地
域
か
ら
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
転
換
―

小
水
力
を
中
心
に
」
（
小
林
久
氏
／
茨
城
大
教
授
）
▼
11
月
６
日
＝
「
地
域
か
ら
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
転
換
―
地
熱
と
温
泉
発
電
を
中
心
に
」
（
高
柳
友
彦
氏
／
一
橋
大
専
任

講
師
）

〈
第
Ⅱ
部

大
震
災
か
ら
の
復
興
・
再
生
の
現
状
と
課
題
〉

▼
11
月
13
日
＝
「
大
震
災
か
ら
の
農
業
・
農
村
の
復
興
・
再
生
」
（
広
田
純
一
氏

／
岩
手
大
教
授
）
▼
11
月
20
日
＝
「
大
震
災
か
ら
の
漁
業
・
漁
村
の
復
興
・
再
生
」

（
濱
田
武
士
氏
／
東
京
海
洋
大
准
教
授
）
▼
11
月
27
日
＝
「
大
震
災
か
ら
の
復
興
・

再
生
―
福
島
県
川
内
村
の
取
り
組
み
」
（
遠
藤
雄
幸
氏
／
川
内
村
長
）
▼
12
月
４
日

＝
「
福
島
原
発
事
故
か
ら
の
農
林
業
の
復
興
・
再
生
」
（
小
山
良
太
氏
／
福
島
大
准

教
授
）

〈
第
Ⅲ
部

こ
れ
か
ら
の
農
林
水
産
業
を
考
え
る
〉

▼
12
月
11
日
＝
「
Ｔ
Ｐ
Ｐ
と
こ
れ
か
ら
の
農
業
」
（
村
田
武
氏
／
愛
媛
大
客
員
教

授
）
▼
12
月
18
日
「
日
本
農
政
の
方
向
と
課
題
」
（
小
林
芳
雄
氏
／
農
中
総
研
顧
問
）

▼
１
月
８
日
＝
「
現
地
調
査
報
告
」
（
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
メ
ン
バ
ー
）
▼
１
月
15
日
＝

「
21
世
紀
は
〝
農
〞
の
時
代
」
（
横
本
正
樹
氏
／
農
事
組
合
法
人
神
峯
園
代
表
理
事
）

▼
１
月
22
日
＝
「
全
体
の
ま
と
め
」
（
石
田
信
隆
氏
／
農
中
総
研
理
事
研
究
員
）
。

詳
し
い
問
合
せ
は
、
一
橋
大
（
℡
０
４
２
―
５
８
０
―
８
５
９
１
）
へ
。
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◆
「
ひ
と
り
ひ
と
り
が
で
き
る
行
動
の
実
現
」
テ
ー
マ
に
反
Ｔ
Ｐ
Ｐ
シ
ン
ポ
＝
パ
ル
シ
ス
テ
ム
◆

パ
ル
シ
ス
テ
ム
生
協
連
は
九
月
二
八
日
、
都
内
で
Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
反
対
す
る
人
々
の
運

動
と
共
催
で
「
く
ら
し
の
中
か
ら
の
Ｔ
Ｐ
Ｐ
反
対
を
。

『
ひ
と
り
ひ
と
り
が
で
き

る
行
動
』
の
実
現
に
向
け
て
」
を
テ
ー
マ
に
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
、
消
費
者
等

約
一
六
〇
名
が
参
加
し
た
。

パ
ネ
ル
討
論
で
は
菅
野
芳
秀
氏
（
Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
反
対
す
る
人
々
の
運
動
共
同
代
表
）
、

趙
完
衡
氏
（
韓
国
・
ハ
ン
サ
リ
ム
連
合
会
専
務
）
、
孔
賢
貞
氏
（
韓
国
女
性
農
民
会
）

が
そ
れ
ぞ
れ
「
Ｔ
Ｐ
Ｐ
と
の
対
抗
軸
と
し
て
の
地
域
循
環
構
想
」
「
韓
米
Ｆ
Ｔ
Ａ
は

韓
国
の
農
業
と
経
済
に
何
を
も
た
ら
し
た
か
」
「
村
を
覆
う
自
由
貿
易
の
大
波
と
た

た
か
う
韓
国
女
性
農
民
」
と
題
し
て
講
演
し
た
。

菅
野
氏
は
「
Ｔ
Ｐ
Ｐ
が
何
か
を
解
釈
し
、
理
解
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
生
活
者
の

一
員
と
し
て
そ
れ
ぞ
れ
の
足
場
で
何
を
す
る
の
か
が
問
わ
れ
て
い
る
」
「
こ
の
国
の

農
業
全
体
を
こ
の
国
の
未
来
の
中
で
ど
う
位
置
づ
け
る
の
か
を
考
え
な
が
ら
自
分
た

ち
の
地
域
づ
く
り
や
国
づ
く
り
、
社
会
づ
く
り
を
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
そ
の
文

脈
の
中
で
Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
踊
ら
さ
れ
な
い
で
自
分
た
ち
自
身
の
プ
ラ
ン
を
立
て
て
い
く
必

要
が
あ
る
。
Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
Ｎ
Ｏ
と
い
う
だ
け
で
は
な
く
、
自
分
た
ち
で
ど
の
よ
う
な
地

域
を
作
っ
て
い
く
の
か
、
今
ま
で
培
っ
て
き
た
経
験
・
教
訓
を
集
め
て
、
こ
れ
か
ら

の
未
来
は
こ
う
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
を
多
く
の
市
民
に
訴
え
る
形
で

合
意
を
形
成
し
な
が
ら
Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
対
処
し
て
い
く
。
そ
う
い
う
暮
ら
し
方
を
人
々
が

連
携
し
な
が
ら
や
る
。
そ
う
い
う
実
例
を
作
り
な
が
ら
Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
反
対
す
る
こ
と
が

求
め
ら
れ
て
い
る
」
と
話
し
、
山
形
・
長
井
市
で
行
わ
れ
て
い
る
農
を
基
礎
と
す
る

循
環
型
社
会
づ
く
り
で
あ
る
「
レ
イ
ン
ボ
ー
プ
ラ
ン
」
を
紹
介
し
た
。

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
辛
淑
玉
氏
（
人
材
育
成
技
術
研
究
所
所
長
）
が
「
Ｔ
Ｐ
Ｐ

が
引
き
起
こ
す
弱
者
へ
の
し
わ
寄
せ
」
と
題
し
て
講
演
し
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
が
格
差
を
拡
大

す
る
こ
と
で
貧
困
が
生
ま
れ
る
こ
と
、
貧
困
が
い
か
に
悲
惨
で
あ
る
か
を
自
身
の
体

験
を
踏
ま
え
て
説
明
し
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
反
対
を
訴
え
た
。

 ◆
Ｊ
Ａ
の
イ
ベ
ン
ト
情
報
を
発
信
・
マ
ッ
チ
ン
グ
す
る
交
流
Ｗ
Ｅ
Ｂ
サ
イ
ト
が
一
日
開
設
◆

Ｊ
Ａ
都
市
農
村
交
流
全
国
協
議
会
は
、
Ｊ
Ａ
が
主
催
す
る
食
と
農
に
関
す
る
イ
ベ

ン
ト
の
情
報
を
Ｊ
Ａ
か
ら
地
域
や
都
市
生
活
者
に
向
け
て
発
信
す
る
新
た
な
手
段
と

し
て
、
食
と
農
の
交
流
Ｗ
Ｅ
Ｂ
サ
イ
ト
「
Ｊ
Ｏ
Ｉ
Ｎ
ｔ
ｌ
ｙ

Ｇ
Ｒ
Ｅ
Ｅ
Ｎ
（
ジ
ョ

イ
ン
ト
リ
ー
グ
リ
ー
ン
）
」
（
運
営
＝
㈱
百
戦
錬
磨
）
の
活
用
を
呼
び
掛
け
て
い
る
。

一
日
に
開
設
し
た
同
サ
イ
ト
は
、
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
な
ら
ば
主
催
者
・
事
務
局
の
ユ
ー

ザ
ー
登
録
す
る
だ
け
で
誰
で
も
利
用
で
き
、
登
録
・
情
報
掲
載
は
無
料
。
農
業
体
験

の
催
し
、
フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
セ
ー
ル
や
秋
の
実
り
の
収
穫
イ
ベ
ン
ト
の

ほ
か
、
料
理
教
室
の
開
催
、
観
光
農
園
の
開
園
、
市
民
農
園
の
オ
ー
ナ
ー
募
集
な
ど
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の
案
内
を
登
録
・
掲
載
で
き
る
。
サ
イ
ト
上
で
は
、

イ
ベ
ン
ト
の
開
催
時
期
や
開
催
地
域
、
イ
ベ
ン
ト
の

ジ
ャ
ン
ル
別
に
検
索
可
能
で
、
Ｊ
Ａ
の
サ
イ
ト
へ
の

リ
ン
ク
、
Ｆ
ａ
ｃ
ｅ
ｂ
ｏ
ｏ
ｋ
と
の
連
携
も
で
き
る
。

有
料
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
、
二
四
時
間
対
応
可
能
な
参

加
申
込
受
付
シ
ス
テ
ム
や
情
報
登
録
代
行
サ
ー
ビ
ス

を
用
意
。
参
加
申
込
受
付
シ
ス
テ
ム
は
、
参
加
者
の

顧
客
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
活
用
し
た
集
客
分
析
や
メ
ー

ル
マ
ガ
ジ
ン
配
信
に
活
用
で
き
る
。
Ｊ
Ａ
都
市
農
村

交
流
全
国
協
議
会
会
員
に
は
、
会
員
特
典
と
し
て
情

報
登
録
サ
ー
ビ
ス
料
金
の
割
引
制
度
が
あ
る
。

ジ
ョ
イ
ン
ト
リ
ー
グ
リ
ー
ン
の
Ｕ
Ｒ
Ｌ
は
、h

t
t
p

:
/
/
g
r
e
e
n
.
j
o
i
n
t
l
y
.
h
y
a
k
u
r
e
n
.
o
r
g
/

問
い
合
わ

せ
は
、
Ｊ
Ａ
都
市
農
村
交
流
全
国
協
議
会
事
務
局
、

電
話
〇
三
―
六
六
六
五
―
六
二
四
〇
。

◆
Ｆ
Ａ
Ｏ
が
「
国
際
食
料
価
格
に
関
す
る
閣
僚
級
会
合
」
開
催
へ
◆

国
際
連
合

食
糧
農
業
機
関
（
Ｆ
Ａ
Ｏ
）
は
七
日
、
イ
タ
リ
ア
・
ロ
ー
マ
の
本
部
で
「
国
際
食
料

価
格
に
関
す
る
閣
僚
級
会
合
」
を
行
う
。
国
際
食
料
価
格
水
準
と
変
動
に
関
す
る
閣

僚
間
の
協
議
と
経
験
の
共
有
を
目
的
と
し
た
も
の
で
、
昨
年
一
〇
月
に
食
料
価
格
高

騰
を
受
け
開
催
さ
れ
た
「
食
料
価
格
乱
高
下
に
関
す
る
Ｆ
Ａ
Ｏ
閣
僚
会
議
」
の
第
二

会
合
と
な
る
。
閣
僚
級
参
加
者
に
よ
る
各
国
情
勢
や
見
解
に
関
す
る
演
説
が
行
わ
れ
る
。

◆
Ｊ
Ａ
全
厚
連
＝
一
〇
月
一
日
付
◆

▽
理
事
長
付
特
命
担
当
部
長
（
元
厚
生
労

働
省
）
泉
真

 ◆
ト
キ
タ
種
苗
「
オ
ー
プ
ン
デ
ー
」
◆

ト
キ
タ
種
苗
は
一
一
月
一
四
・
一
五
の

両
日
、
埼
玉
県
加
須
市
に
あ
る
同
社
大
利
根
研
究
農
場
で
「
オ
ー
プ
ン
デ
ー
」
を
開

催
す
る
。
同
社
が
開
発
し
た
野
菜
、
花
の
品
種
・
商
材
の
展
示
な
ど
が
行
わ
れ
、
次

世
代
の
品
種
と
さ
れ
る
ト
マ
ト
黄
化
葉
巻
病
に
強
耐
病
性
で
良
食
味
、
多
収
の
ト
マ

ト
「
豊
作
祈
願
」
、
ゲ
リ
ラ
豪
雨
に
負
け
ず
、
盛
夏
期
の
収
穫
を
計
画
通
り
に
進
め

ら
れ
る
夏
ま
き
コ
マ
ツ
ナ
「
夏
の
甲
子
園
」
、
「
国
芳
」
や
亜
熱
帯
を
思
わ
せ
る
よ

う
な
猛
烈
な
厚
さ
で
も
、
と
ろ
け
ず
夏
越
し
、
秋
冬
春
ま
で
収
穫
が
確
保
で
き
る
一

本
ネ
ギ
「
Ｔ
Ｓ
Ｘ
―
５
１
５
」
（
当
日
命
名
発
表
）
な
ど
の
新
品
種
が
紹
介
さ
れ
る
。

ま
た
、
講
演
、
栽
培
講
習
会
等
も
あ
わ
せ
て
行
わ
れ
る
。
問
合
せ
は
同
社
（
℡
０

４
８
―
６
８
３
―
３
４
３
４
）
へ
。
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◆
北
海
道
の
食
の
魅
力
を
満
喫
す
る
イ
ベ
ン
ト
と
ツ
ア
ー
＝
農
協
観
光
◆

農
協

観
光
は
一
〇
月
一
五
〜
一
七
日
、
二
一
〜
二
四
日
の
七
日
間
、
Ｎ
ｔ
ｏ
ｕ
ｒ
オ
リ
ジ

ナ
ル
の
地
産
地
消
イ
ベ
ン
ト
「
北
海
道
 
食
の
夕
べ
in
Ｓ
Ａ
Ｐ
Ｐ
Ｏ
Ｒ
Ｏ
」
を
札
幌

市
の
「
ア
サ
ヒ
ビ
ー
ル
園
 
白
石
は
ま
な
す
館
」
で
開
く
。
北
海
道
産
の
農
産
物
・

海
産
物
を
食
材
に
使
っ
た
料
理
を
、
屋
台
で
の
実
演
調
理
や
ビ
ュ
ッ
フ
ェ
形
式
で
提

供
す
る
ほ
か
、
北
海
道
の
初
夏
の
祭
り
Ｙ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｏ
Ｉ
ソ
ー
ラ
ン
に
参
加
す
る
チ
ー

ム
の
舞
い
が
会
場
を
盛
り
上
げ
る
。
地
産
地
消
メ
ニ
ュ
ー
で
は
、
羊
ら
し
い
コ
ク
の

あ
る
味
の
サ
フ
ォ
ー
ク
種
と
羊
臭
さ
が
な
く
甘
く
ま
ろ
や
か
な
脂
の
テ
ク
セ
ル
種
の

食
べ
比
べ
が
で
き
る
浦
河
産
・
千
歳
産
ラ
ム
の
ロ
ー
ス
ト
、
函
館
産
の
イ
カ
・
紋
別

産
の
ホ
タ
テ
の
刺
身
や
カ
ニ
な
ど
の
盛
り
合
わ
せ
、
道
産
小
麦
の
札
幌
ラ
ー
メ
ン
、

北
仁
木
産
り
ん
ご
の
タ
ル
ト
、
別
海
産
牛
乳
の
ム
ー
ス
、
勇
払
産
ハ
ス
カ
ッ
プ
の
ケ
ー

キ
な
ど
北
海
道
の
食
が
並
び
、
隣
接
の
工
場
で
作
り
立
て
の
ビ
ー
ル
も
飲
み
放
題
。

現
在
、
Ｎ
ｔ
ｏ
ｕ
ｒ
各
支
店
で
は
、
同
イ
ベ
ン
ト
を
中
心
に
し
た
独
自
の
ツ
ア
ー
を

各
地
で
企
画
し
販
売
し
て
い
る
。

◆
ア
グ
リ
ビ
ジ
ネ
ス
創
出
フ
ェ
ア
◆

農
水
省
は
、
一
〇
月
二
三
〜
二
五
日
の
三

日
間
、
東
京
ビ
ッ
グ
サ
イ
ト
で
農
林
水
産
・
食
品
産
業
分
野
の
技
術
交
流
展
示
会

「
ア
グ
リ
ビ
ジ
ネ
ス
創
出
フ
ェ
ア
二
〇
一
三
」
を
開
催
す
る
。
食
と
農
林
水
産
分
野

の
最
新
で
質
の
高
い
技
術
シ
ー
ズ
、
成
果
の
実
用
化
支
援
制
度
な
ど
を
広
く
紹
介
す

る
こ
と
で
、
研
究
・
技
術
者
同
士
の
交
流
や
連
携
の
促
進
、
来
場
者
の
研
究
ニ
ー
ズ

と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
創
出
を
図
る
た
め
の
技
術
交
流
展
示
会
。
全
国
一
九
一
の
企
業
や

大
学
、
団
体
等
に
よ
る
展
示
等
が
行
わ
れ
る
。
三
菱
ケ
ミ
カ
ル
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス

の
小
林
喜
光
取
締
役
社
長
が
「
Ｋ
Ａ
Ｉ
Ｔ
Ｅ
Ｋ
Ｉ
経
営
と
次
世
代
ア
グ
リ
ビ
ジ
ネ
ス
」
、

国
際
医
療
福
祉
大
の
金
澤
一
郎
大
学
院
長
が
「
健
康
に
向
け
た
農
林
水
産
・
食
品
産

業
へ
の
期
待
」
、
農
水
省
・
産
学
連
携
学
会
共
催
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
美
味
し
さ
へ
の

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
」
、
異
分
野
融
合
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
異
分
野
か
ら
農
業
技
術
へ
の

提
言
」
な
ど
が
行
わ
れ
る
。
問
合
せ
は
事
務
局
（
℡
０
３
―
６
２
１
２
―
１
９
１
９
）

へ
。

◆
食
育
フ
ォ
ー
ラ
ム
◆

農
水
省
は
一
一
月
二
日
、
東
京
・
丸
の
内
の
丸
ビ
ル
ホ
ー

ル
で
〝
農
を
感
じ
て
、
食
を
豊
か
に
〞
を
テ
ー
マ
に
「
食
育
フ
ォ
ー
ラ
ム
二
〇
一
三

お
百
姓
さ
ん
が
教
え
て
く
れ
た
こ
と
」
を
開
催
す
る
。
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
、
フ
リ
ー

ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
の
村
松
真
貴
子
さ
ん
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に
現
代
の
食
を
め
ぐ
る

課
題
の
解
決
に
向
け
た
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
う
。
パ
ネ
リ
ス
ト
は
佐
藤

弘
（
西
日
本
新
聞
社
前
原
支
局
長
）
・
白
石
好
孝
（
白
石
農
園
園
主
）
・
永
島
敏
行

（
俳
優
）
・
林
芙
美
（
千
葉
県
立
保
健
医
療
大
講
師
）
の
各
氏
。
食
育
活
動
で
優
れ

た
実
績
を
上
げ
た
農
林
漁
業
者
や
食
品
事
業
者
を
対
象
に
し
た
「
第
一
回
食
と
農
林

漁
業
の
食
育
優
良
活
動
表
彰
」
の
表
彰
式
を
行
う
。
問
合
せ
は
事
務
局
（
℡
０
１
２

０
―
１
２
１
―
５
２
５
）
へ
。
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